
井
伏
鱒
二

-
戦
後
の
歴
史
小
説
の
敬
一
一
一
鐙
(
一
)

松
川
事
件
と
の
関
係
に
ふ
れ
て

戦
後
昭
和
二
十
五
年
か
ら
三
十
年
ま
で
の
、
井
伏
鱒
二
の
文
学
活
動
が
、
私
の
担
当
で
あ
る

が
、
乙
の
時
期
に
彼
は
、
長
一
知
・
中
一
端
を
合
む
多
く
の
歴
史
小
説
を
発
表
し
て
お
り
、
現
代
小

説
よ
り
も
歴
史
小
説
の
万
に
主
点
を
移
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
乙
で
、
本
杭
で
は
、

戦
前
の
彼
の
歴
史
小
説
群
と
比
較
し
な
が
ら
、
乙
の
期
の
歴
史
小
説
に
顕
若
な
一
傾
向
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

彼
の
歴
史
小
説
の
発
表
数
状
況
を
、
主
に
大
越
嘉
七
氏
の
作
品
年
諮
に
よ
っ
て
見
渡
し
て
み

る
と
、
昭
和
十
二
年
か
ら
十
六
年
に
か
け
て
戦
前
の
歴
史
小
説
が
山
を
成
し
、
戦
中
戦
後
を
谷

間
と
し
て
、
再
び
二
十
五
年
か
ら
三
十
年
に
か
け
て
戦
後
の
歴
史
小
説
の
山
が
あ
る
。
三
十
一

年
以
後
は
、
歴
史
小
説
は
少
な
い
。
乙
の
よ
う
に
、
大
ま
か
な
見
取
図
は
、
戦
中
川
以
後
の
谷
間

を
軸
に
し
て
、
二
つ
の
山
が
前
後
対
称
を
成
し
て
い
る
、
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

少
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
昭
和
五
年
五
月
か
ら
七
月
に
「
さ
ざ
な
み
引
記
」
、
翌
六
年
は
八

月
と
十
月
に
「
さ
ざ
な
み
軍
記
」
、
九
月
頃
「
お
ら
ん
だ
伝
法
金
水
」
、
少
し
飛
ん
で
昭
和
九

年
三
月
に
「
青
ケ
島
大
概
記
」
、
昭
和
十
年
十
二
月
に
「
オ
ロ
シ
ヤ
船
」
を
発
表
し
て
い
る
。

乙
の
頃
は
、
歴
史
小
説
は
ま
だ
散
発
的
に
発
表
さ
れ
て
い
る
と
一
汗1

と
乙
ろ
が
、
六
年
近
く
中
断
し
て
い
た
「
さ
ざ
な
み
早
記
」
の
続
杭
(
昭
ロ
・

6
、
昭
日
・

1
1
4
)
が
口
火
を
切
っ
た
形
で
、
昭
和
十
二
年
以
後
、
続
々
と
歴
史
小
説
が
発
表
さ
れ
る
。

「
索
情
町
味
」
(
昭
ロ
・

9
)
、
『
風
来
出
口
容
認
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
(
昭
ロ
・
日
)
、

「
琵
琶
恕
」
(
昭
日
・

2
)
、
「
湯
'
防
風
俗
」
(
昭
日
・

6
)
、
「
絞
さ
ざ
な
み
軍
記
」
(
昭

日

-m)
、
「
山
を
見
て
乏
人
の
語
る
」
(
昭

μ
・
1
)
、
「
一
風
俗
」
(
昭
M
・
1
)

「
お
漆
に
関
す
る
話
」
(
昭

μ
・
日
)
、
「
川
井
騒
動
」
(
昭
日
・

1
)
、
「
円
心
の
行
状
」

(
昭
日
・

6
)
、
「
隠
岐
別
府
村
の
守
士
己
(
昭
時
・

9
)
と
い
う
兵
合
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
徴
用
さ
れ
て
行
っ
て
い
た
た
め
も
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く
問
を
白

い
て
、
戦
時
中
は
「
吹
越
の
城
」
(
昭

m-m)
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
昭
和
十
九
年
、
二
十

年
は
、
歴
史
小
説
の
み
な
ら
ず
、
現
代
小
説
も
発
表
さ
れ
ず
、
わ
ず
か
に
随
誌
が
一
、
ニ
お
発

藤

本

千

鶴

子

表
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

敗
戦
直
後
の
小
説
第
一
作
は
、
「
二
つ
の
話
」
(
昭
幻
・

4
)
と
い
う
歴
史
小
説
か
ら
始
ま

り
、
引
き
続
き
「
位
助
」
(
昭
幻
・

5
、
6
)
が
発
表
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
聞
を
置
い
て
、

「
虎
松
日
誌
」
(
昭
引
で

1
)
が
発
表
さ
れ
た
。
敗
戦
直
後
の
こ
の
四
年
間
は
、
現
代
小
説
の

方
が
主
流
で
、
歴
史
小
説
の
方
は
散
発
的
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
の
ち
に
河
鹿
好
成

と
の
対
談
(
『
対
談
日
本
の
文
学
』
昭
必
・

9
)
の
中
で
、
「
過
渡
期
に
は
空
想
の
も
の
ぞ
苦

い
た
の
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。
現
尖
の
ほ
う
が
強
い
か
ら
。
写
真
の
ほ
う
が
面
白
い
よ
う
な
も
の

で
す
ね
。
」
と
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
、
激
変
し
混
乱
状
態
に
あ
る
敗
戦
直
後
の
現
実
を
記
録

す
る
こ
と
の
方
に
主
眼
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
占
領
下
と
は
言
え
、
ぎ
り
ぎ
り
こ

の
頃
ま
で
は
、

G
H
Qが
民
主
主
義
の
理
想
を
す
川
く
か
か
げ
て
い
た
時
代
な
の
で
、
戦
時
下
の

忍
歩
を
批
判
す
る
乙
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
戦
後
の
新
風
俗
を
悶
刺
す
る
こ
と
も
、
占
領
政

然
に
抵
触
し
な
い
か
ぎ
り
、
現
代
小
説
に
在
さ
「
現
は
す
」
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
、
別
に
歴

史
小
説
の
中
に
「
ひ
そ
め
て
」
主
く
必
廷
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
四
年
五
月
の
「
普
門
院
さ
ん
」
|
|
乙
れ
は
「
短
編
に
す
る
た
め

に
、
そ
れ
(
注
・
歴
史
的
場
面
)
を
覗
さ
見
る
形
で
ま
と
め
た
」
(
全
然
月
報
7
)

が

た

め

に
、
歴
史
小
説
に
な
ら
ず
に
現
代
小
説
に
な
っ
た
も
の
|
|
あ
た
り
か
ら
胎
動
が
始
ま
り
、
二

十
五
年
か
ら
一
円
び
続
々
と
発
表
さ
れ
る
、
ほ
と
ん
ど
の
歴
史
小
説
に
お
い
て
は
、
ち
ょ
う
ど
乙

の
頃
一
転
し
た
占
領
政
策
や
政
府
の
方
針
に
抵
触
し
な
い
と
は
一
司
守
え
な
い
問
題
が
扱
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
作
品
号
表
に
す
る
と
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「
お
烏
の
存
念
書
」
(
『
小
説
公
園
』
昭
お
・

3
〉

「
お
島
の
語
る
秋
帆
先
生
」
(
同
作
の
続
出
納
。
『
小
説
公
園
』
昭
お
・

4
〉

「
岡
部
の
陣
屋
」
(
同
作
の
続
出
制
。
『
オ
l
ル
読
物
』
昭
お
・

7
)

「

薬

師

堂

前

」

(

『

オ

l
ル
読
物
』
昭

U
・
5
)

「
野
辺
地
の
陸
五
郎
略
伝
」
(
『
文
芸
春
秋
』
昭

m
・
4
)

「
か
る
さ
ん
屋
敷
」
(
『
東
京
日
目
・
大
阪
毎
日
新
聞
』
夕
刊
。

昭
お
・

7
・
4
i昭
お
・
日
・
路
)
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(
『
別
冊
文
芸
春
秋
』
昭
お
・
ロ
)

(
同
作
の
続
出
制
。
『
別
冊
文
芸
春
秋
』
昭

m
・
2
)

(
同
作
の
続
出
川
。
『
別
冊
文
芸
容
秋
』
昭
却
・

4
)

(
『
群
像
』
。
二
一
回
述
故
。
昭

m
-
4
1昭
却
・
ロ
)

(
「
安
土
セ
ミ
ナ
リ
オ
」
か
ら
の
続
話
。
『
別
冊
文
芸
春

秋

』

昭

m
・
7
)

(
同
作
の
続
出
制
。
『
別
冊
文
芸
春
秋
』
昭
却
・

8
)

(
の
ち
「
只
の
音
」
と
改
担
。
『
小
説
祈
削
』
昭

m-

m) 
(
の
ち
「
河
窓
騒
動
」
と
改
題
。
『
迎
刊
朝
日
別
冊
』
昭

叩
・

2
)

(
『
新
潮
』
昭
ぬ
・

4
)

(
の
ち
「
肉
親
一
村
の
与
作
」
と
改
題
。
『
別
冊
文
芸
春
秋
』

昭
却
・

G
)

こ
れ
は
、
戦
後
の
歴
史
小
説
の
山
を
形
成
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
三
十
一
年
以
後
は
ど
う
か
。
「
訓
村
氏
宇
三
郎
」
の
述
放
が
三
十
年
十
二
月
に
完
結
し

た
あ
と
、
歴
史
小
説
は
し
ば
ら
く
途
絶
え
、
「
武
州
鉢
形
城
」
(
昭
ぉ
・

8
)
、
「
御
金
成
政

り
」
(
昭
H
H

・
3
)
と
い
う
兵
合
に
、
散
発
的
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

乙
の
よ
う
な
見
取
図
を
眺
め
た
時
、
な
ぜ
、
ほ
か
な
ら
ぬ
昭
和
二
十
五
年
か
ら
三
十
年
に
か

け
て
、
歴
史
小
説
の
山
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
の
が
私
の
第
一
の
疑
問
で
あ
っ
た
。

第
二
に
は
、
こ
の
時
期
の
歴
史
小
説
に
限
っ
て
、
な
ぜ
、
大
抱
平
八
郎
の
乱
、
渡
辺
町
本
山
ら

の
蛮
社
の
獄
、
日

t

白
秋
帆
の
獄
、
キ
リ
シ
タ
ン
迫
山
な
ど
、
歴
史
上
、
危
険
思
想
と
し
て
郎
圧

さ
れ
た
事
件
が
、
次
々
と
実
名
で
登
場
す
る
の
か
。
し
か
も
そ
れ
を
正
伝
と
し
て

E
凶
か
ら
告

か
な
い
で
、
外
伝
と
し
て
、
巻
添
え
に
さ
れ
た
庶
民
の
犠
牲
者
の
側
か
ら
拙
く
の
か
、
と
い
う

乙
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
彼
は
、
乙
の
前
後
の
随
筆
で
、
何
度
か
大
逆
事
件
の
巻
添
え
に
つ
い

て
触
れ
て
い
る
。

第
三
に
は
、
井
伏
の
間
以
後
の
歴
史
小
説
の
一
要
因
と
し
て
、
間
外
の
歴
史
小
説
九
の
関
心
や

対
抗
芯
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
随
時
ふ
れ
て

み
た
い
。

乙
れ
ら
三
点
は
、
互
い
に
有
税
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
が

好
ん
で
使
う
「
ま
げ
も
の
」
な
と
と
い
う
、
空
と
ぼ
け
た
呼
び
名
は
、
世
を
忍
ぶ
仮
り
の
姿
で

あ
っ
て
、
彼
の
歴
史
小
説
の
実
質
は
、
院
外
歴
史
小
説
の
正
統
的
継
承
で
あ
る
、
笠
位
の
容
で

は
な
か
っ
た
か
、
と
思
う
の
で
あ
る
。
彼
の
乙
だ
わ
る
、
史
実
の
「
記
録
」
で
あ
る
か
、
空
想

「
安
土
セ
ミ
ナ
リ
オ
」

「
宗
氾
と
治
郎
作
」

「
弥
助
の
官
以
」

「
漂
民
宇
三
郎
」

「
落
武
者
」

「
難
民
そ
の
他
」

「
近
日
と
竹
法
規
」

「
河
室
の
騒
ぎ
」

「
予
熊
の
夜
遊
び
」

「
開
墾
村
与
作
の
陳
述
」

を
入
れ
た
「
ま
げ
も
の
」
で
あ
る
か
、
間
外
の
こ
と
ば
で
は
「
歴
史
其
怪
」
で
あ
る
か
「
歴
史

離
れ
」
で
あ
る
か
に
は
、
大
し
た
立
味
は
な
い
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
井
伏
師
二
の
戦
後
の
歴
史
小
説
の
山
の
背
景
を
考
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
れ

と
対
称
的
な
、
戦
前
の
歴
史
小
説
の
山
の
時
代
背
景
ぞ
見
て
お
け
ば
、
参
考
に
な
る
。

橋
本
英
吉
が
の
ち
の
自
信
十
年
諮
の
中
で
、
「
一
了
二
六
事
件
が
起
り
、
従
来
の
態
度
で
創
作

活
動
を
続
け
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
た
。
そ
乙
で
段
村
物
と
歴
史
物
を
主
と
し
て
書
く
よ
う

に
な
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
、
昭
和
十
一
年
の
二
・
二
六
事
件
を
機
に
、
日
本
は
急

速
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
迫
ぞ
歩
み
始
め
、
非
常
時
休
制
へ
向
け
て
、
一
一
一
一
口
論
思
想
の
郎
圧
を
強
め

て
行
っ
た
。
十
一
年
七
月
に
は
、
誌
庄
派
学
者
・
完
異
文
化
団
体
関
係
者
を
一
斉
検
挙
、
十
一

月
に
は
日
独
防
共
協
定
に
調
印
、
翌
十
二
年
七
月
、
支
那
事
変
(
日
中
戦
争
)
が
勃
発
し
た
。

十
月
に
は
国
民
的
川
村
総
動
只
中
央
述
盟
を
創
立
、
十
二
月
に
は
山
川
均
・
荒
畑
寒
村
ら
労
良
派

を
一
斉
検
挙
し
た
。
こ
の
よ
う
な
反
動
と
郎
圧
の
時
代
が
、
歴
史
小
説
盛
行
の
一
般
的
原
因
で

あ
っ
て
み
れ
ば
、
歴
史
小
説
と
は
不
幸
な
芸
術
で
あ
る
と
一
一
一
口
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
時
勢
の
中
で
、
広
洋
和
郎
は
、
昭
和
十
一
年
十
月
、
「
散
文
山
川
村
に
つ
い
て
」
と

い
う
誌
出
を
し
、
「
ア
ン
テ
ィ
文
化
の
臼
に
直
一
山
し
て
」
、
「
菩
川
町
と
も
に
結
論
を
急
が
ず
に

ひ
た
押
し
に
押
し
て
行
く
」
(
『
東
京
日
々
新
聞
』
幻
日
l
m口
)
と
い
う
、
執
劫
な
社
会
現
実

態
視
の
「
散
文
精
神
」
の
必
要
を
説
い
た
。
こ
れ
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
戦
後
に
な
っ
て
は
、

松
川
裁
判
批
判
の
あ
の
前
く
べ
き
持
続
に
な
っ
て
開
花
す
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
井
伏
悶
二
は
ど
う
か
。
彼
の
場
合
は
、
広
出
の
よ
う
な
表
立
っ
た
呼
び
か
け
の
形
で

は
な
く
、
も
っ
と
地
味
に
川
心
深
く
、
町
史
小
説
に
「
ひ
そ
め
て
お
く
」
形
を
取
っ
た
。
主
に

戦
前
(
校
中
の
一
作
を
も
合
む
)
の
間
柄
引
川
山
人
小
説
を
、
戦
後
言
論
が
自
由
に
な
っ
て
ま
と
め

た
単
行
本
『
ま
げ
も
の
』
(
間
引

-m)
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
、
乙
れ
ら
戦
前
戦
中
の
厄
史

小
説
に
乙
め
た
、
彼
の
芯
図
と
方
法
と
が
、
端
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
ま
ず
第
一
に
、
そ
の
執
公
時
期
は
、
反
動
の
時
代
を
待
っ
て
歴

史
小
説
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
「
隠
岐
別
府
村
の
守
古
」
は
、
史
料
を
見
た
の
は
「
よ
ほ
ど
以
前
の
乙
と
」
で

あ
っ
て
「
そ
の
う
ち
に
新
聞
や
雑
誌
に
愛
国
の
精
神
に
つ
い
て
よ
く
論
文
が
お
政
さ
れ
る
や
う

に
な
っ
た
」
の
で
書
い
た
と
い
う
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
「
さ
ざ
な
み
軍
記
」
以
外
は
す
べ

て
、
「
『
湯
島
風
俗
』
は
支
那
事
変
の
は
じ
ま
っ
た
当
座
の
乙
ろ
」
書
い
た
と
い
う
具
合
に
、

わ
ざ
わ
ざ
「
文
那
事
変
」
や
「
太
平
洋
戦
争
」
を
弘
点
に
、
執
祭
時
期
を
表
示
し
て
い
る
の
で
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あ
る
。
明
ら
か
に
、
彼
が
文
那
事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
突
入
へ
の
時
勢
と
私
極
的
に
か
か
わ
ろ

う
と
し
た
結
果
、
戦
前
の
歴
史
小
説
の
山
が
築
か
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
説
化
の
き
っ
か
け
は
、
昔
の
史
料
の
中
に
、
「
時
代
こ
そ
違
っ
て
ゐ
る
が
」
、
現

在
進
行
中
の
苦
々
し
い
事
件
と
「
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
考
へ
た
」
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。

乙
う
い
う
、
史
料
の
中
に
現
代
的
意
味
を
発
見
す
る
鋭
さ
が
、
彼
の
「
ま
げ
も
の
」
の
い
の

ち
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
関
外
が
細
川
落
の
殉
死
史
料
の
中
に
乃
木
殉
死
に
通
じ
る
も
の
を
発
見

し
て
「
興
津
弥
五
右
衛
門
の
泊
者
」
を
令
き
、
「
大
塩
平
八
郎
」
の
乱
や
「
摂
取
件
」
の
小
に

大
逆
部
件
お
よ
び
そ
の
裁
判
と
通
じ
る
も
の
を
見
抜
い
て
、
歴
史
小
説
に
し
た
の
と
同
様
で
あ

る
。
広
州
仲
和
郎
の
い
わ
ゆ
る
「
散
文
利
神
」
、
現
実
凝
視
の
問
題
芯
識
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
過
去

と
現
代
と
に
辺
底
す
る
も
の
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
井
伏
は
古
文
書
に
も
骨
琵

に
も
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
埋
没
し
て
眼
前
の
社
会
現
実
に
無
関
心
な
、
好
事
家
の
歴

史
小
説
な
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
単
な
る
「
な
つ
か
し
き
現
実
」
の
捉
一
示
で
は
な
い
。

そ
れ
故
、
彼
の
歴
史
小
説
の
目
的
は
、
あ
く
ま
で
も
現
代
批
判
に
あ
っ
て
、
過
去
は
表
現
手

段
に
す
ぎ
な
い
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
封
建
時
代
同
様
に
、
権
力
者
の
誤
っ
た
や
り
万
や
行
き

過
ぎ
の
た
め
に
、
「
犠
牲
に
さ
れ
て
行
く
」
(
こ
こ
ま
で
は
国
外
と
同
じ
宕
目
で
あ
る
)
無
数

の
庶
民
に
対
す
る
「
哀
惜
の
情
」
を
書
く
乙
と
で
あ
る
(
乙
の
点
、
同
外
の
関
心
部
は
、
犠
牲

者
が
主
に
武
士
で
あ
り
、
彼
ら
が
そ
の
中
で
い
か
に
精
神
的
自
立
を
似
つ
か
に
あ
っ
た
)
。
両

者
の
祝
点
の
ち
が
い
は
、
そ
の
出
自
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
間
外
の
歴
史
小
説
へ
の
対
抗
芯

識
も
働
い
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
所
設
支
配
階
級
の
一
日
た
る
武
士
に
見
え
る
こ
と
に

は
限
り
が
あ
る
、
す
べ
て
の
し
わ
ょ
せ
が
集
ま
る
底
辺
の
庶
民
に
視
点
を
定
め
れ
ば
、
歴
史
の

か
ら
く
り
が
真
に
見
え
る
の
だ
と
い
う
よ
う
な
。

歴
史
小
説
の
方
法
と
し
て
は
、
そ
の
思
い
を
、
歴
史
上
の
事
件
や
人
物
に
「
託
し
」
て
形
象

化
す
る
乙
と
、
す
な
わ
ち
、
過
去
と
現
代
と
を
二
重
写
し
に
し
て
見
せ
る
と
い
う
方
法
を
取

る
。
た
だ
し
彼
は
、
当
局
九
の
用
心
の
た
め
、
そ
れ
を
「
現
は
す
よ
り
も
ひ
そ
め
て
お
く
や

う
」
に
書
い
た
。
つ
ま
り
、
隠
し
絵
の
よ
う
な
手
法
を
用
い
た
。

関
外
は
か
つ
て
「
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
」
に
お
い
て
、
「
伐
は
防
に
屈
伏
し
て
陰
に
反
抗

す
る
と
い
ふ
態
院
に
な
っ
た
」
、
「
受
動
的
抵
抗
」
は
、
暴
力
で
圧
せ
ら
れ
る
説
辿
上
の
弱
者

の
、
ま
さ
に
取
る
べ
き
手
段
で
あ
る
と
す
一
口
い
、
ま
た
「
雁
」
に
お
い
て
は
、
強
い
者
の
迫
告
を

避
け
る
た
め
に
、
弱
い
者
は
「

B-Enミ
」
(
擬
態
)
を
も
っ
、
女
は
う
そ
を
つ
く
、
と
も

言
っ
た
。
井
伏
は
問
外
文
学
か
ら
処
世
法
を
凸
1

つ
ん
で
、
そ
れ
を
歴
史
小
説
の
巧
妙
に
ひ
ね
っ
た

諮
り
口
に
応
用
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
当
局
に
よ
っ
て
や
む
な
く
歴
史
小
説
に
追
い
込
ま

れ
た
だ
け
で
な
く
、
ま
た
、
勇
ま
し
い
人
物
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
愛
国
精
神
鼓
努
の
片
絡
を

か
つ
ぐ
の
で
も
な
く
、
積
極
的
に
歴
史
小
説
を
、
陰
に
反
抗
す
る
弱
者
の
武
器
に
転
じ
て
み
せ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

だ
が
し
か
し
、
そ
の
窓
凶
と
「
ひ
そ
め
」
過
ぎ
た
方
法
と
が
、
は
た
し
て
当
時
の
読
者
(
戦

後
の
読
者
に
つ
い
て
も
同
様
)
に
ど
こ
ま
で
伝
わ
っ
た
の
か
、
心
も
と
な
い
気
が
す
る
。
「
あ

と
が
き
」
な
し
で
は
何
が
言
い
た
い
の
か
わ
か
ら
ぬ
小
説
が
あ
る
。
彼
が
「
あ
と
が
き
」
で
わ

ざ
わ
ざ
念
を
抑
し
た
の
は
、
逆
に
そ
う
い
う
心
配
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
言
え

る。
と
も
あ
れ
、
以
後
の
歴
史
小
説
の
山
の
場
合
に
も
、
こ
の
よ
う
な
戦
前
の
歴
史
小
説
の
芯
図

と
方
法
と
が
、
お
お
む
ね
当
て
は
ま
る
ψ

で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
こ
で
、
戦
後
の
歴
史
小
説
の
山
が
始
ま
る
時
代
の
、
政
治
社
会
情
勢
に
注
目
し
て
み
る
乙

と
に
す
る
。
以
下
、
主
と
し
て
歴
史
学
研
究
会
編
『
日
本
歴
史
年
表
』
に
よ
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
三
月
、
ド
ッ
ジ
公
伎
が
緊
縮
予
算
の
経
済
安
定
政
策
(
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
)

を
明
示
し
た
の
を
機
に
、
右
旋
回
が
急
激
に
進
む
。
四
月
、
政
府
は
団
体
等
規
正
A
V
を
施
行
し

て
、
共
産
党
員
を
登
録
制
に
し
た
。
六
月
に
は
、
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
大
岳
人
員
投
起

を
予
定
し
て
、
行
政
機
関
職
員
定
員
法
を
施
行
し
た
。
そ
の
四
日
後
、
東
芝
の
人
員
監
理
発

表
、
七
月
に
は
凶
欽
の
第
一
次
人
只
整
担
三
万
七
千
名
を
発
表
し
た
。
そ
の
直
後
、
下
山
事
件

(
七
月
五
日
)
、
三
隠
一
引
件
(
七
月
十
五
日
)
、
松
川
事
件
(
八
月
十
七
日
)
な
ど
の
鉄
道
妨

害
事
件
が
、
あ
い
つ
い
で
起
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
事
件
の
調
査
も
済
ま
な
い
う
ち
に
、

三
昭
事
件
の
笠
日
に
は
、
吉
田
首
相
が
「
定
員
法
に
よ
る
鼠
首
が
も
た
ら
し
た
社
会
不
安
は
、

主
と
し
て
共
産
主
義
者
の
扇
動
に
よ
る
」
と
い
う
声
明
を
発
し
、
ま
た
、
松
川
事
件
の
翌
日
に

は
、
吉
田
内
閣
の
増
田
官
房
長
官
が
、
乙
の
「
凶
悪
犯
罪
」
は
、
「
三
隠
事
件
を
は
じ
め
、
そ
の

他
の
各
種
事
件
と
思
想
的
底
流
に
於
い
て
は
同
じ
も
の
」
だ
と
い
う
談
話
を
発
表
し
た
。
世
界

で
は
、
ソ
速
が
九
月
に
原
爆
所
有
を
公
表
し
、
十
月
に
は
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
て
、
ア

メ
リ
カ
を
刺
激
し
た
。
国
内
で
は
、
同
じ
十
月
、
東
京
都
公
安
条
例
が
成
立
、
こ
れ
に
も
と

e

つ

い
て
、
翌
二
十
五
年
二
月
都
教
員
の
レ
ッ
ド
・
パ

l
ジ
、
七
月
に
は
報
道
部
門
よ
り
レ

γ
ド
・

パ
l
ジ
が
始
ま
る
。
他
方
、
公
安
条
例
と
同
日
に
、

G
H
Q
は
戦
犯
軍
事
裁
判
終
了
を
声
明
し

た
。
昭
和
二
十
五
年
に
入
る
と
、
一
月
マ
ツ
カ
1
サ

l
は
年
頭
戸
明
で
日
本
の
自
街
権
を
強
調

し
、
二
月
、
沖
縄
に
恒
久
的
基
地
建
設
問
始
を
声
明
、
他
方
、
五
月
7

7

カ
l
サ

l
は
共
産
党

の
非
合
法
化
を
示
唆
し
、
六
月
に
は
集
会
・
デ
モ
を
禁
止
、
同
月
7

ッ
カ

i
サ

l
は
共
産
党
中

央
委
員
会
員
二
十
四
名
の
追
放
を
指
令
し
た
。
そ
し
て
六
月
二
十
五
日
、
つ
い
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
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発
し
た
の
で
あ
る
。
翌
日
『
ア
カ
ハ
タ
』
の
一
カ
月
停
刊
を
指
令
、
つ
い
で
七
月
に
は
無
期
限

停
刊
と
し
、
他
方
、
宮
山
門
小
予
仰
隊
創
設
・
海
上
保
安
庁
増
員
を
指
令
す
る
。
十
一
月
に
は
旧
忽

人
初
の
追
放
解
除
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
占
領
政
策
の
も
と
で
、
昭
和
二
十
五
年
八
月
に
三
院

事
件
判
決
、
十
二
月
に
松
川
事
件
第
一
容
判
決
(
死
刑
五
名
、
無
期
五
名
な
ど
、
全
員
有
罪
の

大
註
極
刑
)
が
下
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
れ
ば
、
戦
前
の
井
伏
の
歴
史
小
説
の
山
が
支
部
事
変
直
前
の
、
軍
部
の
左
翼
思
想

時
圧
強
化
の
時
に
始
ま
っ
た
よ
う
に
、
戦
後
の
彼
の
歴
史
小
説
の
山
も
ま
た
、
第
三
次
世
界
大

戦
の
恐
れ
も
感
じ
さ
せ
た
と
い
う
、
朝
鮮
戦
争
前
夜
の
、
占
領
平
に
よ
る
左
契
思
想
弾
圧
の
時

に
始
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
知
ら
れ
る
。
井
伏
の
歴
史
小
説
の
二
つ
の
山
の

始
ま
り
は
、
日
本
の
曲
り
角
、
右
旋
回
に
ぴ
た
り
時
を
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
単

な
る
偶
然
の
一
致
で
は
あ
る
ま
い
。

青
柳
川
和
氏
は
、
「
井
伏
間
二
の
限
」
(
全
然
月
初
3
)
の
中
で
、
彼
の
限
に
つ
い
て
、
牛

の
よ
う
に
ド
ン
ヨ
リ
し
た
限
で
あ
り
な
が
ら
、
地
位

-
E
・
暴
風
雨
に
対
し
て
も
、
外
政
に
対

し
て
も
、
動
物
的
な
鋭
い
予
感
を
仙
え
、
特
別
に
紋
感
で
台
戒
深
い
、
と
む
い
て
い
る
。
乙
と

時
局
に
関
し
で
も
、
井
伏
の
予
知
能
力
と
告
戒
性
は
、
文
日
中
で
広
津
和
郎
以
上
な
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
松
川
事
件
へ
の
反
応
。

広
津
和
郎
は
、
「
其
実
は
訴
九
る
」
に
よ
れ
ば
、
松
川
事
件
の
第
一
容
判
決
後
、
被
告
団
の

然
突
を
訴
え
る
手
紙
を
叉
け
と
っ
た
が
、
「
正
直
に
云
っ
て
私
は
円
以
初
は
そ
れ
程
閃
心
を
持
た

な
か
っ
た
」
と
古
き
、
当
時
は
新
聞
の
抑
制
道
を
そ
の
ま
ま
じ
じ
て
、
共
産
党
の
陰
謀
に
よ
る
鉄

道
妨
告
だ
と
考
え
、
共
産
況
の
股
約
の
思
か
さ
に
悶
を
ひ
そ
め
た
も
の
だ
と
い
う
。
と
こ
ろ

が
、
被
告
た
ち
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
訴
え
の
文
立
を
集
め
た
『
京
市
中
〈
は
皮
を
返
し
て
』
(
悶

お
・
日
)
を
読
ん
で
、
初
め
て
松
川
事
件
の
犯
罪
性
に
気
づ
き
、
宇
野
浩
二
と
と
も
に
第
二
容

九
公
判
ぞ
傍
聴
す
る
た
め
に
仙
台
ま
で
出
か
け
、
被
告
と
も
而
談
し
た
上
で
、
「
真
実
は
一
計
九

る
」
を
発
表
し
た
の
が
、
『
中
央
公
論
』
昭
和
二
十
八
年
十
月
号
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
宇
野

浩
二
は
『
文
芸
春
秋
』
に
「
世
に
も
不
思
議
な
物
包
巴
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
井
伏
踊
二
は
、
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
前
の
、
『
小
説
公
国
』
昭
和
二
十
五

年
三
月
号
に
始
ま
る
「
お
島
の
存
念
書
」
に
お
い
て
、
早
く
も
松
川
事
件
の
気
罪
性
を
指
摘
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

も
は
や
紙
数
の
余
裕
も
な
い
の
で
、
各
歴
史
小
説
と
松
川
事
件
等
と
が
ど
う
照
応
し
て
い
る

か
の
詳
細
は
、
続
稿
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
今
は
、
「
お
島
の
存
念
む
」
と
松
川
事
件
と
の
符
合

の
、
一
例
だ
け
を
挙
げ
て
お
く
乙
と
に
す
る
。

「
お
お
の
存
念
書
」
に
お
い
て
、
は
じ
め
幕
府
は
、
外
国
船
打
払
い
の
た
め
に
、
高
島
秋
帆

の
洋
式
砲
山
仰
を
杭
極
的
に
奨
励
後
援
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
秋
帆
の
実
力
と
人
気
が
高
く
な

り
す
ぎ
て
邪
魔
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
幕
府
の
む
祭
担
当
の
鳥
居
川
政
が
、
蛮
社
の
獄
に
続
い

て
、
秋
帆
に
無
実
の
非
を
訂
せ
て
、
極
忍
人
と
し
て
投
獄
し
た
。
第
二
の
大
塩
平
八
郎
ru
乱
と

も
い
う
べ
き
、
「
謀
奴
」
の
罪
を
担
近
し
た
の
で
あ
る
。

松
川
事
件
に
お
い
て
は
、
は
じ
め
G
H
Q
は
、
軍
国
主
義
を
一
掃
す
る
た
め
に
、
共
産
円
以
と

組
合
活
動
を
積
極
的
に
奨
励
し
て
い
た
。
だ
が
、
共
産
党
が
衆
議
員
に
三
十
五
名
の
議
席
を
も

つ
ほ
ど
に
進
出
し
て
、
保
守
陣
営
に
と
っ
て
脅
威
と
な
っ
て
き
た
の
で
、
啓
祭
検
察
側
は
、
下

山
・
=
一
隠
事
件
に
続
い
て
、
共
産
党
と
東
芝
・
国
鉄
両
組
合
員
に
、
共
同
謀
議
に
よ
る
鉄
道
妨

害
と
い
う
無
実
の
界
を
む
せ
、
凶
悪
犯
と
し
て
投
獄
し
た
。
乙
れ
は
、
第
二
の
大
逆
事
件
と
も

ι
一
一
口
う
べ
き
、
大
豆
極
刑
の
犯
罪
で
あ
っ
た
。

乙
の
一
例
の
符
合
だ
け
見
て
も
、
古
島
秋
帆
の
獄
を
扱
っ
た
乙
の
歴
史
小
説
の
中
に
、
松
川

事
件
が
「
隠
し
絵
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
乙
の
小
説
に
は
単
純
な
史
実
の
誤
り

が
多
い
の
だ
が
、
目
白
秋
帆
に
閃
す
る
何
ら
か
の
史
料
を
見
た
時
、
井
伏
は
、
「
時
代
こ
そ
巡

っ
て
ゐ
る
が
」
、
松
川
事
件
と
「
沼
じ
る
も
の
が
あ
る
と
考
九
」
て
、
作
品
化
し
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
歴
史
は
く
り
返
す
。
そ
の
歴
史
の
教
訓
に
学
び
、
眼
前
の
松
川
事
件
の
引
況
の
恐

し
さ
を
告
告
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
れ
は
、
東
芝
労
組
・
国
鉄
労
組
の
ア
ピ
ー
ル
(
昭

μ
・
ロ
)
を
除
け
ば
、
岡
林
・
大
探
弁

護
人
ら
の
「
松
川
事
件
に
つ
い
て
労
的
者
諸
君
に
訴
え
る
」
(
昭
お
・

3
・
お
)
の
発
表
よ
り

も
早
い
。
絶
大
な
権
力
を
も
っ

G
H
Q
の
支
配
下
で
、
井
伏
は
背
後
に
何
の
組
紋
の
支
え
も
な

く
、
ベ
ン
一
本
で
、
第
一
評
判
決
(
昭
お
・
ロ
)
に
先
立
っ
て
犯
罪
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

大
雑
誌
の
反
応
は
も
っ
と
辺
く
、
そ
の
唱
矢
は
、
『
中
央
公
論
』
(
昭
幻
・

3
)
の
「
松
川
事

件
に
お
け
る
自
白
を
裁
く
」
で
あ
っ
て
、
昭
和
二
十
八
年
か
ら
は
、
『
世
界
』
『
改
造
』
『
文

芸
務
次
』
が
そ
れ
に
杭
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
文
位
で
及
も
平
く
松
川
宗
件
に
つ
い
て
柱
抗
を
鳴
ら
し
た
の
は
、
広
津
で
も

字
野
で
も
な
く
、
井
伏
防
ニ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

人
は
あ
る
い
は
芯
外
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
昭
和
二
年
、
左
翼
文
学
全
盛
時
代
に
、
早
稲

田
グ
ル
ー
プ
の
雑
誌
『
陣
痛
時
代
』
の
同
人
す
べ
て
が
左
傾
し
て
、
井
伏
に
左
傾
を
迫
っ
た
時
に

も
、
彼
は
「
気
無
精
」
の
た
め
と
称
し
て
、
そ
れ
を
拒
ん
だ
で
は
な
い
か
。
ま
さ
か
そ
の
井
伏

が
、
間
以
後
、
歴
史
小
説
で
、
人
に
先
ん
じ
て
松
川
事
件
の
冗
罪
性
を
告
発
す
る
な
ど
と
は
考
え

ら
れ
な
い
、
と
言
う
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
け
っ
し
て
井
伏
が
左
傾
し
た
と
言
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
。
何
よ
り
も
物
容
さ
と
し
て
自
由
人
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
大
逆
事
件
の
再
来
の
よ
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う
な
、
松
川
事
件
に
、
黙
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
一
一
己
い
た
い
の
で
め
る
。

井
伏
は
、
間
外
同
様
、
バ
ラ
ン
ス
感
誌
の
す
ぐ
れ
た
人
で
あ
っ
た
。
敗
戦
直
後
の
四
年
同
、

人
々
が
民
主
主
義
に
酔
い
、
そ
こ
に
行
き
す
ぎ
も
生
じ
た
頃
に
は
、
彼
は
、
「
白
髭
」
(
昭
幻

・
9
、
の
ち
「
白
毛
」
と
改
組
)
に
お
い
て
「
一
昨
{
ら
し
ワ
イ
シ
ャ
ツ
」
の
非
情
熱
追
を
た
た

き
、
「
迄
祥
隊
長
」
(
昭
お
・

2
)
に
お
い
て
「
口
だ
け
は
時
流
に
投
じ
た
一
一
一
日
貯
を
問
罪
し
て
走

者
な
」
青
年
の
出
沼
さ
を
た
た
い
た
。
だ
が
、
世
の
中
が
右
旋
回
す
る
と
、
反
訪
と
弾
圧
φ
時

代
の
一
将
来
に
笠
告
モ
発
し
た
ο

間
外
が
イ
プ
セ
ン
熱
に
う
か
れ
た
個
人
主
設
の
流
行
に
対
し
て

は
、
そ
の
政
坊
位
と
利
己
主
訟
を
た
た
き
、
他
方
、
武
士
道
鼓
吹
熱
に
対
し
て
は
、
今
大
」
ら
江

戸
時
代
の
奴
隷
的
、
毘
刊
一
式
的
な
利
他
主
義
に
ひ
き
民
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
た
た
い
の
と
同
様

で
あ
る
。
左
右
ど
ち
ら
の
行
き
す
ぎ
や
誤
っ
た
や
り
方
も
た
し
な
め
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
時

代
の
変
化
に
人
一
倍
同
心
が
め
る
か
ら
で
あ
る
。
国
外
が
大
逆
事
件
の
判
決
(
凶
H
H

・
1
)
を

前
に
し
て
、
「
沈
黙
の
塔
」
(
明
日
・
日
)
に
お
い
て
、
当
局
の
言
論
思
想
伴
圧
を
批
判
し
た

よ
う
に
、
井
伏
は
松
川
五
件
の
第
一
容
判
決
(
昭
お
・
ロ
)
を
前
に
し
て
、
「
お
臼
の
存
念

苫
」
(
昭
お
・

3
)
に
お
い
て
、
当
局
の
一
一
一
口
論
思
想
抑
圧
と
出
罪
性
を
批
判
し
た
。
「
お
島
の

存
念
当
」
は
同
外
の
「
沈
黙
の
塔
」
に
相
当
す
る
。

そ
乙
で
次
に
、
「
お
れ
何
の
石
念
マ
一
ど
が
松
川
事
件
批
判
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
傍
証
と
し

て
、
松
川
裁
判
第
二
評
判
決
段
階
の
、
井
伏
の
二
つ
の
反
応
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

一
つ
は
、
「
あ
く
ま
で
も
裁
判
の
公
正
を
!
」
と
思
し
て
、
『
世
界
』
(
昭
出
・
ロ
)
に
お

殺
し
た
、
鈴
木
裁
判
長
あ
て
速
器
の
手
紙
に
、
井
伏
も
署
名
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
手
紙
の

写
真
に
よ
れ
ば
、
署
名
順
は
、
「
志
賀
直
哉
・
川
端
康
成
・
武
者
小
路
宍
符
・
井
伏
院
二
・
古

川
英
治
・
河
盛
好
成
・
宇
好
治
二
・
広
津
和
郎
」
と
な
っ
て
お
り
、
付
記
と
し
て
、
「
(
後

目
、
尼
崎
土
郎
氏
が
述
岩
に
加
わ
ら
れ
た
)
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
な
ぜ
か
、
広
津

和
郎
『
松
川
裁
判
』
の
「
松
川
裁
判
年
表
」
に
は
、
広
津
を
合
め
て
署
名
者
六
人
の
名
を
告
い

て
、
井
伏
の
名
は
河
盛
好
成
ゆ
名
と
と
も
に
、
「
他
」
と
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は

広
注
は
、
文
壇
で
ま
っ
先
に
克
向
井
を
告
発
し
た
の
が
、
自
分
で
も
親
友
の
字
野
で
も
な
く
、
井

伏
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
こ
こ
に
名
を
並
ぺ
た
く
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
第
二
審
段
階
で
は
、
そ
し
て
被
告
の
救
出
と
い
う
点

に
お
い
て
は
、
広
津
が
主
導
し
て
、
井
伏
は
そ
の
数
少
な
い
賛
同
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
一
口
守
え

る。
も
う
一
つ
は
、
最
近
入
手
し
た
『
白
鳥
の
歌
』
(
昭

ω
・
ロ
)
の
「
後
記
」
に
、
歴
史
小
説

「
河
童
の
騒
ぎ
」
(
昭
却
・

2
)
は
、
松
川
裁
判
か
ら
忠
い
つ
い
た
も
の
で
、
被
告
の
名
を

「
松
川
河
童
」
と
名
づ
け
た
と
吉
田
い
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。
「
後
記
」
の
該
当
部
分
を
抜
き
出

し
て
み
る
。

「
河
武
騒
動
」
は
「
河
立
の
騒
ぎ
」
と
い
ふ
題
で
迎
刊
誌
に
出
し
た
。
こ
れ
は
松
川
事

件

ω公
判
が
あ
っ
た
直
後
の
こ
ろ
、
罰
山
人
の
「
金
白
木
」
を
読
ん
で
ゐ
て
そ
の
一
話
か

ら
尽
ひ
つ
い
た
。
若
侍
が
他
人
の
目
に
は
日
ゆ
え
な
い
河
去
と
決
凶
す
る
話
で
あ
る
。
そ
乙

で
現
代
に
お
い
て
鉄
道
線
路
を
虫
す
が
ど
と
さ
事
件
か
ら
生
じ
る
や
う
な
一
般
人
を
悶
ら

す
災
害
は
、
昔
な
ら
泊
池
の
犯
を
即
日
し
て
生
じ
る
災
害
に
辺
じ
る
だ
ら
う
と
岡
山
っ
た
。
そ

し
て
告
さ
だ
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
話
の
道
行
き
が
だ
ら
だ
ら
仲
び
て
殆
ど
序
の
口
だ
け
で

枚
数
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
の
で
締
切
に
し
た
。
無
論
、
松
川
河
去
と
い
ふ
の
は
河
室
の

名
前
と
し
て
風
化
さ
れ
て
無
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。

乙
れ
だ
け
読
ん
で
作
品
を
読
ま
な
い
と
、
井
伏
は
松
川
河
室
の
犯
界
を
せ
め
て
い
る
の
だ
と

誤
解
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
作
品
で
は
又
犯
人
は
松
川
河
主
で
は
な
く
、
別
に
設
定
さ
れ
て
い

る
。
例
に
よ
っ
て
、
用
心
深
い
井
伏
は
、
言
い
の
が
れ
の
で
き
る
追
を
別
立
し
て
お
い
た
の
で

あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
は
、
井
伏
の
歴
史
小
説
と
松
川
本
件
と
の
悶
に
関
係
あ
り
と
す
る
仮

説
の
、
確
か
な
証
拠
だ
と
一
己
え
よ
う
。

市
ー
す
る
に
、
松
川
事
件
を
判
脱
税
す
る
「
散
文
精
神
」
に
お
い
て
、
二
人
は
共
通
し
て
い
る

が
、
二
人
の
目
的
、
方
法
、
役
割
は
呉
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

広
津
の
目
的
は
、
こ
の
事
件
に
限
定
さ
れ
、
乙
の
事
件
の
無
実
の
被
告
そ
救
出
す
る
こ
と
で

あ
る
(
松
本
市
張
の
目
的
と
し
た
、
真
犯
人
推
担
は
目
的
外
と
し
て
い
る
)
。
井
伏
の
目
的

は
、
歴
史
に
照
ら
し
て
、
こ
の
事
件
が
国
民
の
個
人
生
活
に
及
ぼ
す
一
般
的
芯
味
を
知
ら
せ
る

と
と
で
あ
る
。
被
告
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
当
然
や
り
方
も
兵
な
っ
て
く
る
。

広
津
が
、
昭
和
二
十
八
年
十
月
か
ら
、
評
論
や
諮
演
に
よ
っ
て
世
論
を
盛
り
上
げ
、
つ
い
に

十
年
後
の
昭
和
三
十
八
年
九
月
、
被
告
の
無
罪
確
定
を
勝
ち
取
り
、
い
わ
ば
直
桜
的
泊
火
と
人

命
救
助
の
役
割
を
来
た
し
た
の
に
対
し
て
、
井
伏
の
方
は
、
占
領
下
の
昭
和
二
十
五
年
三
月
、

一
人
い
ち
早
く
歴
史
小
説
に
「
託
し
」
て
、
一
弘
山
弁
の
恐
し
さ
に
つ
い
て
笠
銘
を
鳴
ら
し
、
そ
の

後
も
引
き
続
き
歴
史
の
教
訓
に
学
ば
せ
よ
う
と
し
た
功
が
あ
る
。
二
人
の
事
栄
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
立
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
広
津
が
ド
レ
フ
ュ

l
ス
事
件
の
ゾ
ラ
に
た
と
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

彼
が
一
容
先
に
気
づ
い
た
の
で
な
く
と
も
、
依
然
と
し
て
正
し
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
だ

が
そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
、
井
伏
の
果
た
し
た
危
険
で
孤
独
な
役
割
が
、
今
ま
で
ま
っ
た
く
埋
も

れ
て
き
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
広
津
の
よ
う
な
派
手
な
英
雄
性
も
、
自
に
見
え
る
成
阜
市
も
な

く
と
も
、
心
あ
る
人
に
向
か
っ
て
、
ひ
そ
か
に
普
鎧
を
鳴
ら
し
続
け
た
、
一
人
の
文
学
者
の
役

割
を
抑
り
起
乙
す
乙
と
は
、
歴
史
小
説
各
作
品
の
芸
術
的
完
成
区
と
は
別
問
題
だ
と
し
て
も
、

十
分
に
芯
義
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

門
付
記
〕
井
伏
間
二
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
「
『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
ノ

l
ト
」
を
発
表
さ

れ
た
こ
と
も
あ
る
、
甲
南
女
子
大
学
教
授
加
美
宏
氏
か
ら
、
御
蔵
舎
を
借
覧
さ
せ
て

い
た
だ
く
な
ど
、
お
世
話
に
な
っ
た
。
乙
乙
に
記
し
て
、
感
訟
の
立
を
表
し
た
い
。




